
笠田高等学校 

実施日時 平成 3０年 ９月 ２６日（水）１０：００～１２：３５ 

参加者 
２年生１９６名、３年生防災リーダー３４名、地域住民・PTA１１名 

教職員３５名、笠田小学校４年生３９名及び引率教員３名 計３１８名 

実施内容 
搬送法、パーティション組立、マイトイレ作り、アルファ米炊き出し・

試食 

 

事前の取組 
９月上旬、防災スクールで２年生を指導する３

年生防災リーダーを募集した。９月１４日（金） 

放課後、集まった３４名を対象に伊都消防組合消

防本部職員を講師に招き搬送法講習を行った。 

  搬送法講習は、毛布と棒を使った搬送法（①応

急担架の作り方、②応急担架による搬送法、③ 毛

布のみを使った搬送）、徒手による搬送（①５人

以上の場合、②２人バージョン－前後、③２人 バ

ージョン－左右、④１人バージョン－徒手のみ、

⑤１人バージョン－毛布使用）について講習 を

受けた。 

 その後、パーティション組立、マイトイレ作り

を昨年の経験をもとに相互で復習した。参加し 

た３年生は、防災リーダーとしての自覚からか全

員が真剣に取り組み、よく協力して作業を行って 

いる姿が印象的であった。 

 

主なプログラム 
 本校では、例年地元の笠田東１自治区住民の方

及びＰＴＡの方々も参加をしていただいている。 

当日は、３年生防災リーダーが事前講習で学んだ

ことを十分発揮して自分の言葉で丁寧に指導して 

いた。講習を受けた２年生も真剣に取り組んでい

た。                        

また、参加いただいた地域住民やＰＴＡの方々

と生徒の間でコミュニケーションがよく取れてい 

たことも大きな成果であった。 

 

 
(1) 搬送法講習 

 はじめに傷病者に不安を与えないために足の方

を進行方向にすることを確認した。また、事故防

止のため搬送される者は準備したヘルメットを着

用するよう全体説明で徹底をした。毛布と棒を使

った応急担架では、角棒と丸棒の違いを比べなが

ら応急担架を作る訓練を行った。 

 また、毛布だけの場

合や一切道具を使わず

徒手のみで搬送する場

合など、順次役割を交

代しながら訓練を行っ

た。 

 
(2) マイトイレづくり 

  各班に防災リーダー

３名がついて説明を行

った。ほとんどの参加者

は素早く仕上げること

ができた。最後に、ペットボトルの水を作ったマ

イトイレに注ぎ、水分のしみこみ具合などを確認

した。                        

 
(3) パーティション組立 

 約２０人１組になり、１区画を目安に組み立て

た。大きな段ボールの扱いに苦労しながら、お互

い協力して全部のブロックを繋げて完成したクラ

スもあった。かつらぎ町立笠田小学校４年生３９

名も本校生徒とともにパーティション組立に  



取り組んだ。生徒たちは

実際にできあがった部

屋に交代で入ってみて、

災害時の避難所でのプ

ライバシー確保に役立

つことを認識した。 

 
(4) アルファ米炊き出し・試食 

  防災リーダーが中心

となり、手洗いの徹底

やマスク・手袋を使用

するなど衛生管理に十

分注意し、常温の水で

アルファ米を戻した。 

 その後、パック詰めを行い各クラスごとに段ボ

ールに詰めて配布し試食した。 

 

参加者感想文 
「高校生防災スクールに参加して」   ２年（女子） 

 防災スクールに参加して、教えてもらったパー

テーションの組み立てや、倒れている人の運び方、

簡易トイレの作り方などを避難した時にしっかり

と活かせるようにしたいと思いました。 

 全てのことを初めて教わり体験したので、ニュ

ースなどで見たことがあった被災地の人たちは、

これらを全てしていたんだとわかりました。災害

にあった時、１番動くことができるのは高校生だ

と聞いたので、自分が誰よりも動いていけるよう

にしたいと思いました。 

 今回、防災スクールに参加できてたくさんのこ

とを学びました。この経験をもしもの時に活かせ

るようにしたいと思いました。 

 

「高校生防災スクールに参加して」   ２年（女子）  

 普通に過ごしていたら学べないようなことを学

ぶことができて、とても良い経験になりました。 

 避難場所でプライバシーを守るためのしきりは、

精神的にまいっているであろう被災時にはなくて

はならないものです。要救助者を安全に運ぶため

には、その知識が必要です。断水している可能性

があり、「マイトイレ」が大いに役立つことでしょ

う。被災時には欠かせない大切なことを、防災ス

クールで学ばせていただき、本当にありがとうご

ざいました。 

 

成果と課題 
３年生防災リーダーは、いずれも防災スクール

の趣旨をよく理解し、当日はよく頑張り役割を果

たした。講習ごとの説明用の基本的なテキストは

準備したが、防災リーダーたちは、説明方法を各

自が工夫しながら自分の言葉で分かりやすく説明

していた。地域住民の方々と交流が持つことがで

きたことも大きな収穫であった。 

 講習内容は５年間ほぼ同じ内容であるが、今年

度は笠田東１区長の協力で、参加したことがな  

い地域住民の方々に参加していただいた。今後と

も参加したことのない地域住民やＰＴＡの方々  

に参加を呼びかけ、より多くの方々の防災意識を

高めていきたいと考えている。 

また、かつらぎ町立笠田小学校４年生３９名が

パーティション組立に参加してくれたことは、地

域連携の大きな成果であり、来年度以降も呼びか

けていきたいと考えている。 

 

 

 

 


